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水の文化書誌 《京都の水》5
「
や
が
て
山
紫
水
明
と
い
う
言
葉
が
感
覚
的
に
ぴ
っ
た
り
す

る
よ
う
に
な
る
頃
に
平
安
京
と
い
う
都
が
こ
の
盆
地
に
出

現
し
た
。
今
か
ら
千
二
百
年
ほ
ど
の
前
の
こ
と
で
あ
る
。

建
設
の
指
令
者
で
あ
る
桓
武
天
皇
は
自
分
の
理
想
と
す
る

土
地
を
発
見
し
て
さ
ぞ
満
足
を
お
ぼ
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

山
容
の
美
は
さ
り
な
が
ら
大
勢
の
人
間
を
養
う
だ
け
の
水

が
豊
富
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
、
田
中
阿
里
子
は
浅

野
喜
市
写
真
集
『
四
季
京
の
川
』（
京
都
書
院
、
１
９
８

７
年
）
に
書
き
と
め
て
い
る
。

京
都
は
北
東
に
鴨
川
、
東
に
白
川
、
西
に
桂
川
が
流
れ
、

や
が
て
淀
川
に
合
流
す
る
。
中
央
部
に
は
無
尽
蔵
と
も
い

わ
れ
る
地
下
水
が
存
し
、
至
る
所
で
名
水
が
湧
き
出
す
。

さ
ら
に
は
明
治
23
年
、
第
一
次
琵
琶
湖
疏
水
、
明
治
45
年
、

第
二
次
琵
琶
湖
疏
水
の
通
水
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
水

が
京
都
の
人
々
と
文
化
と
生
活
を
支
え
て
き
て
い
る
。

２
０
０
３
年
３
月
20
日
、
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

京
都
国
際
会
館
の
会
場
で
、
私
は
ケ
ニ
ア
の
人
か
ら
「
ジ

ャ
パ
ン
・
グ
レ
イ
ト
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
・
キ
ョ
ウ
ト
」
と
話
し
か
け
ら
れ
た
。
春
の
陽
ざ
し
を

受
け
て
京
都
は
瑞
々
し
く
輝
い
て
い
た
。
ケ
ニ
ア
の
人
を

魅
了
す
る
京
都
の
水
景
美
に
つ
い
て
、
橋
本
健
次
・
写
真
、

川
端
洋
之
・
文
『
京
都
水
景
色
』、
水
野
克
比
古
・
写
真

『
京
都
雨
景
』、
横
山
健
蔵
・
写
真
『
京
都
鴨
川
』
の
写
真

集
が
１
９
９
７
年
に
光
村
推
古
書
院
か
ら
出
版
さ
れ
て
い

る
。名

水
に
つ
い
て
は
、
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
編
・
発

行
『
名
水
を
訪
ね
て
京
都
・
滋
賀
・
健
康
ウ
ォ
ー
ク
』

（
２
０
０
１
年
）
が
わ
か
り
や
す
い
。
染
井
（
梨
木
神
社
）、

桐
原
水
（
宇
治
上
神
社
）
等
の
名
水
を
散
策
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

駒
敏
郎
著
『
京
洛
名
水
め
ぐ
り
』（
本
阿
弥
書
店
、
１

９
９
３
年
）
で
は
、
北
野
天
満
宮
の
太
閤
井
戸
、
御
神
用

水
、
三
斎
井
戸
を
は
じ
め
江
戸
時
代
の
文
献
が
丹
念
に
考

証
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
に
は
江
戸
時
代
の
名
水
一
覧
も
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

京
都
に
多
く
の
名
水
が
湧
き
出
る
所
以
は
、
豊
富
な
地

下
水
盆
地
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
水
盆
を
科
学

的
に
検
証
し
た
の
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ア
ジ
ア
古
都
物
語
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
京
都
千
年
の
水
脈
』（
日
本
放
送
出
版

協
会
、
２
０
０
２
年
）
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
関
西
大
学

工
学
部
楠
見
晴
重
教
授
は
「
京
都
盆
地
の
地
下
の
砂
礫
層

に
存
在
す
る
地
下
水
の
量
を
２
１
１
億
ト
ン
、
琵
琶
湖
の

貯
水
量
で
あ
る
約
２
７
５
億
ト
ン
に
匹
敵
す
る
数
値
で
あ

る
」
と
解
析
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
驚
く
。

京
都
の
地
下
水
は
「
金
気
」
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
豊

富
な
水
が
多
種
多
様
な
水
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
京
都

新
聞
社
編
・
発
行
『
京
都
い
の
ち
の
水
』（
１
９
８
３
年
）、

平
野
圭
祐
著
『
京
都
水
も
の
が
た
り
』（
淡
交
社
、
２
０

０
３
年
）、
鈴
木
康
久
・
大
滝
裕
一
・
平
野
圭
祐
編
著
『
も
っ

と
知
り
た
い
！
水
の
都
京
都
』（
人
文
書
院
、
２
０
０
３

年
）
に
は
、
納
涼
床
、
友
禅
染
、
生
麩
、
湯
葉
、
豆
腐
、

京
野
菜
、
茶
の
湯
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
水
の
神

を
祀
る
貴
船
神
社
、
空
海
に
ま
つ
わ
る
雨
乞
い
伝
承
、
そ

し
て
京
の
街
づ
く
り
に
今
出
川
や
堀
川
の
人
工
河
川
が
果

た
し
て
き
た
役
割
の
変
遷
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
川
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
る
わ
れ
わ
れ
人
間
に
と
っ
て

い
の
ち
で
あ
る
。
運
命
で
あ
る
。
文
化
で
あ
る
」
と
書
き

始
め
る
岡
部
伊
都
子
・
文
、
木
村
恵
一
・
写
真
『
京
の
川
』

（
講
談
社
、
１
９
７
６
年
）
は
鴨
川
、
高
野
川
、
大
堰
川
、

清
滝
川
、
山
科
川
等
を
秘
や
か
に
訪
ね
歩
い
た
名
随
筆
で

あ
る
。

森
谷
尅
久
、
山
田
光
二
著
『
京
の
川
』
（
角
川
書
店
、

１
９
８
０
年
）
は
、
京
文
化
の
源
で
あ
る
鴨
川
、
王
朝
詩

文
の
舞
台
桂
川
、
桜
の
仁
和
寺
、
芸
能
の
里
御
室
川

お
む
ろ
が
わ

、
高

僧
た
ち
の
精
神
を
伝
え
る
清
滝
川
、
京
都
復
興
の
礎
で
あ

る
疏
水
を
歴
史
的
に
捉
え
て
い
る
。

吉
井
勇
は
「
か
に
か
く
に
祇
園
は
恋
し
寝ぬ

る
と
き
も
枕

の
下
を
水
な
が
る
る
」
と
詠
ん
で
い
る
が
、
河
野
仁
昭
著

『
京
の
川
』（
白
川
書
院
、
２
０
０
０
年
）
で
は
、
水
上
勉

『
京
都
暮
色
』（
桂
川
）、
川
端
康
成
『
古
都
』（
清
滝
川
）、

夏
目
漱
石
『
虞
美
人
草
』（
高
野
川
）
等
の
小
説
を
引
用
し

な
が
ら
、
京
の
川
は
文
学
を
生
み
出
す
と
評
し
て
い
る
。

琵
琶
湖
疏
水
を
建
設
し
た
土
木
工
学
者
・
田
辺
朔
郎
の
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灑
灣

活
躍
を
文
学
的
に
描
い
た
も
の
に
、
山
田
正
三
著
『
い
の

ち
の
川
』（
白
川
書
院
、
１
９
７
４
年
）、
田
村
喜
子
著

『
京
都
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
物
語
』（
新
潮
社
、
１
９
８
２
年
）、

村
瀬
仁
市
編
著
『
京
の
水
』（
人
と
文
化
社
、
１
９
８
７

年
）、
織
田
直
文
著
『
琵
琶
湖
疏
水
』（
か
も
が
わ
出
版
、

１
９
９
５
年
）
が
あ
る
。

小
谷
正
治
著
『
保
津
川
下
り
船
頭
夜
話
』
（
文
理
閣
、

１
９
８
４
年
）
は
、
筏
師
か
ら
船
頭
に
変
わ
っ
た
人
た
ち

の
川
根
性
を
聞
き
出
し
て
お
り
、
面
白
い
。

毎
日
新
聞
社
編
・
発
行
『
鴨
川
』（
１
９
５
９
年
）
で

は
、
鴨
川
を
洪
水
の
川
、
合
戦
の
川
、
芸
能
の
川
、
演
劇

の
川
、
文
学
の
川
、
祭
礼
の
川
、
売
春
の
川
、
産
業
の
川

で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。「
鴨
川
ほ
ど
歴
史
の
生
身
で

あ
る
血
と
情
と
人
の
世
の
悲
し
み
、
よ
ろ
こ
び
を
吸
っ
た

川
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
結
ん
で
い
る
。
鴨
川
の
つ
け
か
え

説
に
つ
い
て
は
、
横
山
卓
雄
著
『
平
安
遷
都
と
鴨
川
つ
け

か
え
』（
法
政
出
版
、
１
９
８
８
年
）、
荒
川
ま
さ
お
著

『
鴨
川
の
謎
を
追
っ
て
』（
文
芸
社
、
２
０
０
１
年
）
の
書

が
あ
る
。

１
９
８
８
年
、
京
都
府
は
鴨
川
源
流
部
雲
ヶ
畑
地
区
に

治
水
ダ
ム
最
大
貯
水
量
１
５
０
０
万
ト
ン
の
鴨
川
ダ
ム
の

建
設
計
画
を
発
表
し
た
。
田
中
真
澄
著
『
ダ
ム
と
和
尚
』

（
北
斗
出
版
、
１
９
９
２
年
）
は
、
こ
の
ダ
ム
計
画
を
鴨
川

の
清
流
と
水
質
を
守
る
た
め
に
撤
回
さ
せ
た
記
録
で
あ
る
。

ま
た
、
１
９
９
５
年
、
京
都
市
は
シ
ラ
ク
・
フ
ラ
ン
ス
大

統
領
の
申
し
出
を
受
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
様
式
の
ポ
ン
・

デ
・
ザ
ー
ル
橋
を
鴨
川
に
架
け
る
計
画
を
提
案
し
た
。
木

村
万
平
著
『
鴨
川
の
景
観
は
守
ら
れ
た
』（
か
も
が
わ
出

版
、
１
９
９
９
年
）
は
、
京
都
の
伝
統
に
こ
の
橋
は
似
合

わ
な
い
と
、
撤
回
さ
せ
た
市
民
運
動
の
記
録
で
あ
る
。

ポ
ン
・
デ
・
ザ
ー
ル
架
橋
問
題
を
契
機
と
し
て
、
鴨
川

の
橋
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
門
脇
禎
二
、
朝
尾
直
弘

編
著
『
京
の
鴨
川
と
橋
』（
思
文
閣
、
２
０
０
１
年
）
が

出
版
さ
れ
、
そ
の
あ
と
が
き
に
「
古
代
の
鴨
川
に
橋
は
架

か
っ
て
お
ら
ず
、
中
世
に
は
四
条
橋
と
五
条
橋
が
架
け
ら

れ
、
こ
れ
は
此
岸
か
ら
、
彼
岸
で
あ
る
祇
園
社
、
清
水
寺

に
渡
る
橋
と
し
て
の
宗
教
的
意
味
あ
い
が
強
く
、
近
代
に

な
る
と
橋
は
公
儀
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
が
、
一
方
で
は

町
衆
が
管
理
す
る
橋
も
あ
っ
た
」
と
、
橋
の
変
遷
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
。

京
都
の
風
景
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
橋
に
つ
い
て
、

松
村
博
著
『
京
の
橋
物
語
』（
松
籟
社
、
１
９
９
４
年
）、

京
都
新
聞
社
編
・
発
行
『
京
の
大
橋
こ
ば
し
』（
１
９
８

２
年
）、
読
売
新
聞
京
都
支
局
編
『
京
を
渡
る
名
橋
１
０

０
選
』（
淡
交
社
、
１
９
９
３
年
）
が
あ
る
。

ま
た
、
京
を
語
る
会
か
ら
田
中
緑
紅
著
『
京
の
三
名
橋

（
上
）
三
条
大
橋
』（
１
９
６
４
年
）、『
京
の
三
名
橋
（
中
）

四
条
大
橋
』（
１
９
６
９
年
）、『
京
の
三
名
橋
（
下
）
五

条
大
橋
』
（
１
９
７
０
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て
い

る
。水

は
人
々
に
恩
恵
の
み
を
与
え
る
も
の
で
な
く
、
時
に

は
害
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
に
お
け
る
水
害
に
つ

い
て
は
、
京
都
府
編
・
発
行
『
甲
戌

こ
う
じ
ゅ
つ

暴
風
水
害
誌
』（
１

９
３
５
年
）、
京
都
市
役
所
編
・
発
行
『
京
都
市
水
害
誌
』

（
１
９
３
６
年
）、
京
都
市
編
・
発
行
『
ジ
ェ
ー
ン
台
風
災

害
誌
』（
１
９
５
１
年
）、
京
都
市
編
・
発
行
『
京
都
七
月

風
水
害
記
』（
１
９
５
１
年
）
の
書
が
あ
る
。

最
後
に
、
都
市
の
発
展
、
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
京

都
の
名
水
は
な
ぜ
失
わ
れ
た
か
を
論
じ
た
小
野
芳
朗
著

『
水
の
環
境
史
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
２
０
０
１
年
）、
27
年

間
に
わ
た
る
京
都
家
政
学
園
の
女
子
高
生
に
よ
る
京
の
川

の
水
質
汚
染
調
査
を
記
録
し
た
美
籏
照
子
著
『
悠
久
の
京

の
川
』（
合
同
出
版
、
１
９
９
５
年
）
を
掲
げ
る
。

江
戸
末
期
の
儒
者
で
あ
る
頼
山
陽
は
、
鴨
川
の
ほ
と
り

に
住
居
を
か
ま
え
た
。
書
斎
を
「
山
紫
水
明
処
」
と
名
付

け
、
こ
こ
で
『
日
本
外
史
』
を
書
き
上
げ
た
。
鴨
川
に
面

し
、
比
叡
の
霊
峰
や
東
山
が
一
望
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
風

光
明
媚
な
景
色
を
山
紫
水
明
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

作
家
大
佛
次
郎
は
「
京
都
の
風
景
を
山
紫
水
明
と
形
容
し

た
の
は
確
か
に
正
し
い
。
山
と
水
と
二
つ
の
自
然
を
損
な

わ
ぬ
か
ぎ
り
、
こ
の
都
は
い
つ
ま
で
も
美
し
く
恵
ま
れ
て

い
よ
う
」（「
京
都
の
誘
惑
」）
と
述
べ
て
い
る
。


